
ドローンを活用したプログラミング授業（5・6年） 

～子どもたちの感想～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命の授業（6年） 

12月13日（火）に都筑区こども家庭支援課のご支援のもと、「親の子どもを思う気持ちを理解し、命の

尊さを知り、人を思いやる気持ちを育む」ことを目的とし、6年生を対象とした「命の授業」を行いました。

保健師さんによる「命の尊さ」についてのお話では、「命は奇跡の中で誕生している尊いもの」「赤ちゃんは

お母さんのお腹の中で大切に守られて育っていく」等の内容に、真剣な表情で聞き入っていました。ままぽ

っけの皆様による「詩集（トツキトウカYOKOHAMA）の朗読」では、温かな語り口で話される詩の内容

が、子どもたちの心に響いていました。感想発表では、親に感謝する言葉が子どもたちからたくさん聞かれ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドローンはテレビで見ることしかなかったので、今

日のドローン体験がよい経験になった。ドローンに触

るのが初めてだったので嬉しかった。 

 

ドローンを自分でプログラミングして動かすのが

とても面白かった。ちょっと失敗したけど、とても

楽しかった。 

 

ゴールに着地するのが難しくて、何回も角度を変えながら飛ば

した。うまくいったので良かった。もっと早くできると思うので、

もう少し工夫してみたいと思った。微調整するのが難しかったけ

ど、楽しかった。 

 

初めてカメラがついているドローンを動かした。プログラミン

グでは、高さ、長さ、広さを計算して挑戦した。何回か失敗した

けど、頑張って調整して成功できたので良かった。 

 

ドローンを自分でプログラミングして動かすのが楽しかった。

ドローンは操縦するものだと思っていたので、プログラミングを

するのは新鮮な感じがした。 

 

 

 カメラ付きドローンを操作しました！ 

 iPadでプログラミング中！ 

 
スマートフォンを使って操作します。 

カメラの映像も画面に映ります！ 

   保健師さんによる授業 妊婦さんの体験 ままぽっけの皆様による詩の朗読 



第 3回オリ・パラスポーツフェスティバル（5年生希望者） 

12月17日（土）に、「第3回オリ・パラスポーツフェスティバル」が横浜国際プールで開かれました。「パラ

スポーツの体験を通して、共生社会の実現に向けて子どもたちが自分の生き方を考えることができるようにする

こと」等を目的として、横浜市が毎年開催しています。本校からは、6名の児童が参加してきました。 

パラスポーツでは、「ボッチャ」「フライングディスク」「ブラインドサッカー」「サウンドテーブルテニス」等

を体験してきました。車椅子に乗ったりアイマスクをしたりしながら、体験を通してパラスポーツを理解するこ

とができました。その他にも、パラスポーツを紹介した「展示見学」もありました。様々な体験や見学を通して、

パラスポーツの意義や関わっている方々の思いに触れることができた貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラインドサッカー体験 

フライング 

ディスク体験 

 サウンドテーブルテニス体験 

 
陸上競技用 

車椅子体験 

 
パラスポーツ等の 

展示コーナー 

 
車椅子バスケット 

ボール体験 


